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研究成果の概要（和文）：本研究執筆にかかる情報収集、環境整備が十分に整い、順調に執筆作業を行うことが
できた。情報収集については、本課題に関連のある論文を基に新たな統計手法を加え論文を完成させ、エコチル
調査の調査実施機関である、 コアセンターへの事前審査、環境省の承認の上、国際誌への投稿を行った。本課
題は、エコチル調査の成果発表のルール上、論文がアクセプトされてから、学会発表等が可能となるために、発
表可能となった段階で積極的に世間に向けて情報発信を行っていきたい。

研究成果の概要（英文）：The information collection and environmental preparation for writing this 
research were sufficiently prepared, and we were able to conduct the writing work smoothly.For 
information collection, we completed the article by adding new statistical methods based on papers 
related to this project.We submitted the article to an international journal after prior review by 
the the JapanEnvironment and Children’s Study (JECS) Core Center, the organization that conducts 
the JECS Survey, and approval by the Ministry of the Environment.In this project, we will actively 
disseminate the information to the public as soon as the paper is accepted for publication.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
質問表が自己記述式、未検証であり、質問への回答を得た妊婦のみを対象としており、妊娠前の質問については
過小、過大評価が生じた可能性などいくつかの限界はあるが、日本人の大規模コホートにおいて、体型や健康に
対する意識が低いグループと、それらに対応する特徴、および妊娠中の体重増加、胎児の成長に関連するリスク
を明らかにした初めての研究である。
本研究において、妊娠中の適切な体重増加と胎児の成長に影響を与える要因として、妊娠中の体重増加に関する
意識について考慮し、根本的な要因を特定することの重要性を示唆している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
我が国の出生体重は減少から横ばいに転じているものの、低出生体重の割合は依然として高

い。低出生体重児出生には喫煙や母親の疾患、児の疾患等様々な要因がリスクとなるが、その中
の一つに低栄養があげられる。近年痩身願望の強い若い女性が増加しており、これらの女性は妊
娠適応年齢に当たる。母親の妊娠中のエネルギー摂取が少ないと、自ずと児の出生体重に影響が
及ぶ。 
妊娠中の食事摂取には、体重増加に関する意識が影響すると考える。そこで本研究では、妊娠

中の母親の体重増加に関する意識を他の要因と共に全国規模で調査することにより、その母親
の意識が妊娠中の低栄養に至る要因となり、出生体重に影響しているか明らかにする。 
 
２．研究の目的 
妊娠中の体重増加を抑制する理由にもとづいてグループの特定を行い、これらのグループが妊
娠中の体重増加と胎児の成長にどのように関連しているかを検討した。 
 
３．研究の方法 
JECS の全国データに登録された 104,065 人から、選別された 92,539 組の妊婦とその子どもを対
象とした。自己記述式の質問紙の回答から得られた、体重増加を抑制する理由にもとづいて、
latent class analysis（潜在クラス分析）を用いて、グループの特定を行った。加えて多項ロ
ジスティック解析を用い、グループ間での妊娠中の体重増加及び胎児成長のリスクを推定した。 
 
４．研究成果 
(結果) 
グループ 2は、グループ 1と比較して、若く、妊娠前に低体重、未婚、初産、妊娠前に減量した
経験があり、慢性疾患がない傾向があった。グループ 3は、低学歴、未婚、経産、喫煙者、妊娠
前の低体重と帝王切開の経験が多いという傾向を示した。グループ 1と比較して、グループ 2で
は、妊娠中の体重増加の不足および LGA（large-for-gestational- age）のリスクが低く、グル
ープ 3 では、妊娠中の過剰な体重増加と SGA（small-for-gestational-age）の調整前リスクが
高い。 
(考察) 
質問表が自己記述式、未検証であり、質問への回答を得た妊婦のみを対象としており、妊娠前の
質問については過小、過大評価が生じた可能性などいくつかの限界はあるが、日本人の大規模コ
ホートにおいて、体型や健康に対する意識が低いグループと、それらに対応する特徴、および妊
娠中の体重増加、胎児の成長に関連するリスクを明らかにした初めての研究である。 
(結論) 
本研究において、妊娠中の適切な体重増加と胎児の成長に影響を与える要因として、妊娠中の体
重増加に関する意識について考慮し、根本的な要因を特定することの重要性を示唆している。 
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